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サ
ワ
ガ
ニ
の
く
ら
し

一
生
を
淡
水
域
で
過
ご
す
唯
一
の
蟹

見
出
川
上
流
に
生
息
す
る
サ
ワ
ガ

ニ
は
、
一
生
を
通
じ
て
海
と
は
無
縁

の
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
他
の
ア
カ

テ
ガ
ニ
や
モ
ク
ズ
ガ
ニ
な
ど
の
蟹
は
、

幼
生
を
海
に
放
さ
な
い
と
成
長
で
き

ま
せ
ん
。

数
少
な
い
卵
を
大
切
に
育
て
ま
す

サ
ワ
ガ
ニ
は
、
他
の
カ
ニ
と
比
べ

て
非
常
に
大
粒
の
卵
を
、
数
少
な
く

産
卵
し
ま
す
。
幼
生
は
卵
の
中
で
変

態
し
て
孵
化
す
る
と
き
に
は
小
さ
な

カ
ニ
の
姿
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

稚
ガ
ニ
は
、
し
ば
ら
く
は
母
ガ
ニ
の

お
腹
に
し
が
み
つ
い
て
守
ら
れ
ま
す
。

写
真
の
よ
う
に
子
ど
も
を
大
切
に
抱

き
か
か
え
て
い
る
サ
ワ
ガ
ニ
の
お
母

さ
ん
に
出
会
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

サ
ワ
ガ
ニ
は
、
外
国
に
は
い
ま
せ
ん

他
の
カ
ニ
の
幼
生
は
、
広
い
海
で

育
つ
の
で
潮
の
流
れ
に
ま
か
せ
て
遠

く
ま
で
運
ば
れ
ま
す
。
新
天
地
で
の

生
活
を
開
拓
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
大
き

い
の
で
す
。
一
方
、
見
出
川
上
流
の

サ
ワ
ガ
ニ
が
、
遠
く
離
れ
た
川
の
上

流
に
ま
で
は
行
け
ま
せ
ん
。

実
は
、
サ
ワ
ガ
ニ
は
日
本
固
有
種

で
す
。
北
海
道
に
は
い
ま
せ
ん
が
、

広
く
日
本
各
地
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
ご
と
に
独
自
の
生

活
を
し
て
い
る
た
め
に
、
生
育
集
団

ご
と
に
遺
伝
子
レ
ベ
ル
の
分
化
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
む

や
み
に
他
の
場
所
か
ら
移
入
し
た
り

持
ち
出
し
た
り
す
る
こ
と
は
避
け
た

い
も
の
で
す
。

同
様
の
こ
と
が
、
ホ
タ
ル
や
今
や

絶
滅
危
惧
種
の
仲
間
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
メ
ダ
カ
な
ど
に
も
言
え
る
こ
と

で
す
。

サ
ワ
ガ
ニ
は
、
き
れ
い
な
水
の
指
標

生
物
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
サ
ワ
ガ
ニ

の
生
活
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

(

見
出
川
流
域
水
循
環
再
生
協
議
会

副
会
長

田
中
正
視)

サワガニの

あかちゃん

過
去
の
生
物
調
査
よ
り
、
上
流(

永
楽
ダ
ム
上
流
、
助
谷)

に
は
サ
ワ
ガ
ニ

が
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
中
流
域
に
は
カ
ニ
は
確
認

さ
れ
ず
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
下
流(

見
出
橋)

で
は
、

ク
ロ
ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ(
ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ
科)

と
ア
カ
テ
ガ
ニ
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
河
口
で
は
、
阪
神
高
速
４
号
湾
岸
線
と
府
道
臨
海
線(

２
９
号
線)

よ

り
下
流
は
大
規
模
な
護
岸
改
修
が
行
わ
れ
た
た
め
干
潟
に
棲
む
生
き
も
の

の
確
認
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

サワガニ (サワガニ科)

水のきれいな上流部に棲む。サワガニは幼

生の期間は卵の中で過ごすため、幼生時

代はなく、子ガニとして孵化する。卵からか

えった子ガニはしばらく母ガニに抱き着いて

くらす。甲羅の幅は2～3cm程度。

モクズガニ (モクズガニ科)
川の中流域から河口付近にみられる。
大きくなると、大人の握りこぶし(甲羅の
幅が6cmぐらい)程度になる。はさみにや
わらかい毛の房がある。秋になると繁殖
のため川を下る。海で卵からかえった幼
生はしばらく海で過ごした後、川を上る。

アカテガニ (ベンケイガニ科)

河口近くに棲み、海から離れていても

生活できる。海岸や川辺の岩場、土手、

石垣にも棲み、カニの中でも広い範囲

で生息する仲間。春から秋にかけて道

や家に入り込んだりすることもある。甲

羅の幅は3cmぐらい。

見 出 川 の カ ニ

文・貝塚市立自然遊学館 絵・NPO法人グリーンパーク熊取
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【連絡先】 大阪府 泉州農と緑の総合事務所

環境指導課 電話 ０７２－４３９－３６０１

見
出
川
に
つ
い
て

見
出
川
協
議
会
か
ら
見
出
川
に
つ
い

て
何
か
書
い
て
欲
し
い
と
の
依
頼
を
う

け
、
思
案
に
く
れ
ま
し
た
が
、
行
政
の

立
場
か
ら
私
の
知
っ
て
い
る
こ
と
を
書

こ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
「
見
出
川
」
の
位
置
関
係
な

ん
で
す
が
、
熊
取
町
の
東
側
を
南
北
に

流
れ
て
い
る
治
水
に
と
っ
て
も
、
農
業

に
と
っ
て
も
非
常
に
大
切
な
川
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
熊
取
町
の
中
央

部
に
は
住
吉
川
と
和
田
川
、
西
側
に
は

雨
山
川
が
流
れ
て
お
り
、
こ
の
四
つ
の

川
の
お
か
げ
で
、
今
ま
で
熊
取
町
に
は

大
き
な
災
害
が
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
、
こ
の
川
は
誰
が
管
理
し
て
い

る
の
か
と
言
い
ま
す
と
、
七
山
地
区
に

「

柏

木

橋
」

と

い

う

橋

が

あ

り

ま

す

(

七
山
病
院
の
東
側
に
あ
り
ま
す)

こ

の
橋
か
ら
下
流(

海
側
は)

大
阪
府
が
、

そ
の
橋
か
ら
上
流
は
熊
取
町
が
管
理
し

て
い
ま
す
。
な
ぜ
同
じ
川
な
の
に
管
理

が
大
阪
府
と
熊
取
町
に
別
れ
て
い
る
の

か

と

い

い

ま

す

と
、

先

程

の
「

柏

木

橋
」
か
ら
海
ま
で
の
下
流
区
間
は
二
級

河
川
、
上
流
区
間
は
準
用
河
川(

三
級

河
川
で
は
あ
り
ま
せ
ん)

、
普
通
河
川

と
な
っ
て
お
り
、
二
級
河
川
は
大
阪
府
、

準
用
河
川
、
普
通
河
川
は
市
町
村
が
管

理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な

み

に

淀

川
、

大

和

川

は

一

級

河

川

と

な
っ
て
お
り
国
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
「
柏
木
橋
」
で
二
級
河
川
と
準
用

河
川
に
別
れ
て
い
る
の
か
は
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
、
機
会
を
み
て
勉

強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
言
え
る
こ
と
は
、
ど
の
行
政
が

管
理
し
て
い
よ
う
が
、
川
は
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
上
流
で
ゴ

ミ
を
流
せ
ば
必
ず
下
流
ま
で
流
れ
ま
す
。

上
流
で
汚
れ
た
水
を
流
せ
ば
必
ず
下
流

を
通
っ
て
海
ま
で
流
れ
ま
す
。

「
見
出
川
」
の
上
流
に
位
置
す
る
熊

取
町
と
し
て
は
、
「
見
出
川
」
に
ゴ
ミ
を

流
さ
な
い
、
汚
れ
た
水
を
流
さ
な
い
こ

と
が
責
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
様
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

｢

見
出
川
」
を
き
れ
い
な
川
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(

熊
取
町
事
業
部
水
と
み
ど
り
課

課
長

大
西
順
二)

「見出川クリーン作戦」

開催日 H２４年１０月２０日(土) ９時半～１２時

場所 見出川 熊取町高田地区

高田ちびっこ広場(集合)付近
主催 リフレッシュリバー・熊取推進会議

みんなで見出川をきれいにしよう！

「見出川たんけん」で発見したこと！ 熊取町立東小学校３年生

今年も子供達が見て、

ふれて豊かな自然を

感じとろう！をテーマに

見出川で活動しました.


